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書評 籾山政子著r疾病と地域・季節」

B5版　228頁1971年7月文1明堂

山　　本 義　　一

　籾山さんの近著「疾病と地域・季節」は，表題の示す

通りの分野について，著者の長年にわたる統計的な研究

の成果を縦糸とし，との方面の内外の文献を渉猟して得

られた著者の知識を横糸として織りなされたユニークな

著作である．著者も自認しているように．疾病と季節の

関係を説いた第皿部がことによくできている．豊富な統

計資料によって“人間社会の進展と共に疾病死亡の冬季

集中化が形成される”という事実を立証し，さらに一層

生活程度の向上したアメリカ合衆国および北欧諸国では

死亡の冬季集中の段階はすぐにすぎて，むしろ季節変動

が緩慢化していることの説明の部分などは，説得力に富

み，大家の論説のおもむきがある．著者が序文で粗雑な

内容だと謙遜している疾病と地域にρいて説べた第豆部

も決して悪いできばえではない．そこに数多く示されて

いる統計地図は，私のような門外漢にはいちいち新鮮で

興味がある．それらの図の背後にかくされている筈の因

果関係の説明について，著者がひかえめな態度をとって

いるのも，学者として良心的なあり方であると思う．こ

のような多くの分野にまたがり，複雑な機構が予想され

る問題については，まず統計的に意味のある事実を抽出

してその特徴を記述すること自体が大変価値のあること

である．このことはその機構の解明という困難な，しか

し興味のある問題に対する若い研究者の食慾をそそらな
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い筈はないと思う．

　ここで評者の希望をのべるならば，本書に述べてある

マラリヤ以外に，もっと多くの疾病のグ・一パルな分布

について資料をあっめてのせてほしかつた．そうしたグ

・一バルな分布図には地域の特性，文化の程度，気候な

どの綜合的影響が見られるだろうという点で興味がある

からである．

　個人的なことに言及して恐縮であるが，私は地理学が

好きで，若い頃地理学を専攻しようかと真剣に考えたこ

ともあった．いろいろの統計的結果が表示されている地

図や，同様の趣旨のグラフを眺めていると，自分なりに

感想や空想がわいてきて，時のたつのを忘れる．これは

いまに至っても私の楽しみの一つである．籾山さんの著

書を読むことによって素材が私にとって新鮮であったと

いう点と，私の嗜向を満足させてもーらったという意味で

二重の楽しみを味わった．

　この本は医学，地理学，生態学，気候学の専門家は勿

論，広く一般の知識人にも読んでもらい度い本である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本義一）

　（付記）　本書の書評は木誌前月号に吉野正敏教授のも

のが掲載されているので，併せて読まれるよう希望す

る．　　　　　　　　　　　　　　（天気編集委員会）
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